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第三十五回那覇市議会（臨時会）

事務顛末

招集一九六〇年一月二十九日

開催年月日一九六〇年二月一日

会期一日間


 
  	一、本会議一九六〇年二月一日
  	午前　　時　　分
 

 
  	午后　　時　　分
 




本日の会議事件並びにその顛末左の通り
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二、事務処理顛末

１議決議案の送付について、一九六〇年二月一日那議発第一三号市長宛

２市町村自治法第六十三条第三項の規定による会議結果報告

一九六〇年　月　日　起案

一九六〇年　月　日　決裁

一九六〇年　月　日　発送
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第三十五回那覇市議会（臨時議会）会議録

一九六〇年二月一日　午前十時一分開会

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会いたします。本日をもって第三十五回那覇市議会を開会いたします。

本日の出席三十七名欠席五名でありまして、議会は成立しております。

ただいまから会議を開きます。

諸般の報告を申し上げます。

一月二十九日付那総々発第四三六号をもって市長から、議長宛、今期議会に付議する議案の送付について、文書が参っておりますので、念のため、書記をして朗読いたさせます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第四三六号

一九六〇年一月二十九日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿





議案の送付について

二月一日招集の第三十五回那覇市議会（臨時議会）に付議する左記議案を別紙のとおり送付します。

記

議第一号、建築工事施工停止命令の取消並びに損害金請求事件に対する応訴について

（三十四番議員「具志清裕君」出席）

○議長（高良一君）

ただいま朗読いたさせた通りであります。よろしく御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次に同じく、一月二十九日付那議発第八号をもって、議長から、市長宛、今期議会の付議事件について説明または、質疑のため、法第六十一条の規定に基づき、説明者の出席要求をいたしましたところ出席者の職氏名通知が参っておりますので、書記をして、朗読報告いたさせます。

◯書記（新垣襄二君）

那総々発第四三九号、

一九六〇年一月三十日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会

議長　高良一殿

議案説明者の出席について（通知）

一九六〇年一月二十九日付那議発第八号による議案説明者として左記の者を出席させます。

記


 
  	市長
  	兼次佐一
 

 
  	助役
  	仲原英通
 

 
  	助役
  	義永栄善
 

 
  	総務部長
  	崎浜国宏
 

 
  	建設部長
  	大城竜太郎
 

 
  	建築課長
  	与世田兼正
 

 
  	庶務課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務課長
  	宮平勝哉
 

 
  	消防隊長
  	松本吉英
 




企画室長　島袋信夫

◯議長（高良一君）

ただいま朗読いたさせた通りであります。よろしく御了承願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本日の議事日程は、印刷の上御手元に配付いたしておきましたから、それにより報告に替えます。





一九六〇年第三十五回那覇市議会（臨時会）議事日程第一号

一九六〇年二月一日（月）午前十時　開議




第一　今期議会の会議録署名人の選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて


 
  	第三　建築工事施工停止命令の取消並びに
  	（市長提出議案第一号）
 

 
  	      損害金請求事件に対する応訴について
 








一、本日の会議に付した事件

一九六〇年二月一日（月）




第一　今期議会の会議録署名人の選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて


 
  	第三　建築工事施工停止命令の取消並びに
  	（市長提出議案第一号）
 

 
  	      損害金請求事件に対する応訴について
 








○議長（高良一君）

議事に入ります前に、市長からのあいさつがございますのでしばらくの間御静聴願います。

○市長（兼次佐一君）

本日第三十五回の臨時議会を招集いたしました理由は、議案第一号として、提出してございます、建築工事、施工停止命令の取消並びに、損害金請求事件に対する応訴についての案件と、なお追加議案として御審議をお願いいたします。はし子消防自動車契約締結の同意を求めることについての二件の案件の御審議を、ぜひ、早急にやっていただかなければならない状態にありましたので、招集いたしました次第でございます。どうぞよろしく、御審議のほどをお願いします。

○議長（高良一君）

では、ただいまから、議事に入ります。

○大山盛幸君

日程に入る前に、日程の追加変更の動議を提出いたします。十二月の二十八日に議案七十九号の、はし子消防自動車の購入契約の同意を求めることについての議案は、総務委員会におきまして、慎重に審議いたしました結果、否決にしておりますが、その後当局の方で、さきほど、市長から、御説明がありました通り、追加議案として、提案されております。よって、このはし子消防自動車の購入契約締結の同意を求めることについて、市長提出議案第七十九号を本日の日程第二、今期議会の会期を定めることについての次に、日程第三とし、以下順次日程番号を繰り下げてもらうことの動議を提出いたします。と申しますのは、これは、政府からの補助金交付との問題と関連いたしまして、緊急を要する問題と思料しますので、よろしく、御賛同下さるよう御願いいたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ただいま三十五番議員（大山盛幸君）から、はし子消防自動車購入契約締結の同意を求めることについての日程追加変更の動議が提出され、所定の賛成があって動議は成立いたしております。なおただいまの動議の関連する問題として議長から合せてお諮りいたします。すなわち諸般の報告において報告いたさせました通り当局から本日追加議案として只今動議として提出されております。議案第七十九号はし子消防自動車購入契約締結の同意を求めることについての議案の撤回についてと新たに提出されておりますところの議案第二号はし子消防自動車購入契約の締結の同意を求めることについての二件が送付されております。以上二件はともにただいまの大山議員の動議と関連いたしておりますのではし子消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて市長提出議案第七十九号を日程第三とし議案第七九号の撤回についてを日程第四、次にはし子消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて市長提出議案第二号を日程第五とし本日の日程第二として上程されております建築工事施工停止命令の取消し並びに損害金請求事件に対する応訴について市長提出議案第一号を日程第六というふうに追加変更することにして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めさように決定いたします。

○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。日程第一今期議会の会議録署名人の選挙についてを議題といたし議長の方からお諮りいたします。会議録署名人につきましては慣例により議長から指名いたしておりますがさように取り計らって御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めさように決し議長から指名いたします。十九番議員、大城清徳君）、三十一番議員宮城実君以上お二人の方にお願いいたします、

○議長（高良一君）

次日程第二今期議会の会期を定めることについてを議題といたし議長からお諮りいたします。今期議会の会期は付議事件の件数及びその内容からいたしまして本日一日間をもって審議終了願いたいと思いますがさように決定して御異議ありませんか、

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め今期議会の会期を二月一日の一日間と決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第三、第四はいずれも関連する案件でありますので一括上程いたしますまづ日程第三、はし子消防自動車購入契約締結の同意を議題といたし総務委員会における審査の経過並びに結果についての御報告を願います。

○総務委員長（大山盛幸君）

ただいま議題となりました日程第三の議案第七十九号梯子消防自動車購入契約の締結の同意を求めることについて本委員会における審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本案については去年十二月第三十四回定例議会で付託され審査の経過を詳しく御報告申し上げて閉会中における継続審査の議決を得たのであります。梯子消防自動車の購入については御承知のように一万一千ドルの政府補助が見込まれ既に予算も計上されているのでありますが災害復旧対策費稔出の赤字財政を補填するため政府予算が各部門から大幅に削減されることは必至のようで特に計上された各種補助金はその緩急の度合から考察致しました場合に削減される公算も大きいという観点から早急に本案の結論を求めるべく一月二十日を皮切りに三回に亘って審査を行ったのであります。なにしろ契約物件が特殊な性能を有する車両の購入契約でありしかも特別多数議決を要する重要な案件でありますので慎重に慎重を重ねて質疑を交わして一月二十七日に本委員会といたしましては一応次のように結論を得た次第であります。即ち一、梯子消防車のポンプ梯子については性能においては、定評ある森田式を採用することに決定する。二、エンジンについてはリージェル及びガソリン使用車と二通りの見積りが提出されているが始動その他の要件更に消防隊の意向も考慮の上ガソリン使用車を採用することに決定する。以上の通り一応本件に対する委員会の態度を決定したわけであります。その後において、いすず自動車株式会社に再見積を提出させた結果、総額二二、四〇〇弗を計上、仮契約金額よりも額面において四百ドル軽減して見積っております。一方トヨダ自動車販売株式会社は同一の森田式ポンプ梯子を架装して二万八九六ドル、いすず車とは価格において一千五百四ドルの相違がある。これは各々の構造過程における性能と特徴等の差異があると思料されるが、契約条項等も勘案した場合アフターサービス面においてもなお相当のひらきがあることは更に検討の余地がある。このような観点から日本国家消防庁の検定に合格したメーカーから(一)と(二)の決定条件に基く再見積りを提出させて、形式的には指名競争入札の要領に従って実施することを要望し、その結果については適切な判断の下に契約の議案を再提出せしめる。以上の諸点について委員会が一致した見解の下に決定を見た次第であります。したがって本案は購入価格において特に莫大な費用を要する特殊車輌であり、なお又特別議決を要する重要な議決案件であります。故に以上の諸点を要望の上本案については否決することに決定を見た次第でありますが、その間執行当局は政府補助金の交付時期と交付の目途等について政府所管当局に再三に亘り熱心な折衝を続けなおメーカーに対しては体当りで車輌の価格の面で折衝を重ねた結果価格においては相当減額をみているが政府補助金において時期を失した場合削減される可能性があるとのことを仄聞致しましたので一月三十日他の審査案件も併せて緊急に委員会を招集し協議会を開いて本案についての折衝経過を聴取した次第であります。即ち委員会において本案については否決と決定したのであるが当局としてこの仮契約第十四条に「本仮契約書は後日議会の議決を得たとき本契約として成立する」と示されているので本案の取扱いについては二つの方法しかないと考えられる。その一つは議会において否決された場合政府補助金の交付とにらみ合せて議会が提出する条件に合致した議案を更に提案しなければならないが同一会期中においては一事不再議の原則に触れるので今期議会での提出は困難である点から一応議会を閉じ更に日を改めて臨時議会を招集して審議をお願いする以外にないが仮契約第十四条の条項を打消すために相手側即ちいすず会社の方からこの仮契約を無効にする、つまり契約解除の一札を徴して効力を消滅させるこの二点についてであるが幸いいすず会社から解約の申入れがあり一応この契約は解約したことになっている。従って当局としては次に述べる事由に基いて議案第七十九号の撤回を御願いし議会において承認が得られれば更に検討を加えたところ契約締結の同意を求める議案を提出したい。即ち委員会における否決の理由の一つとして形式的には指名競争入札の要領に従って実施することを要望しているが指名競争入札は同質同材、同機能をもつ同一メーカーの製品の場合においてのみはじめて入札実施が可能であり本件の場合のごとき入札は最低価格の決定について困難であり妥当を欠くものである。入札は法律行為である。この観点からした場合本質的には随意契約にしかならないと考えられる。したがって当局としてはトヨダ社といすず社に更に価格と性能、アフターサービス等その他の諸点について折衝した結果まずトヨダ車輌については法定耐用年数五年だが同社の製作になる乗用車の送行キロも既に十三万キロを超えている実情から梯子車のごとき利用度の少い車は十年以上は確信できるなお馬力についていすず車は一四五馬力でトヨダ車と二〇馬力の相違があるが技術専門家の証言によると積載量、燃料経済面からも十分勘案して製作されたものでツースピードギヤーアクセルを取りつけることによって急坂走行できるので運行には支障を来たさない、更にアフターサービスの件は走行一万キロまで補償し更にさきに提出された見積価格二万八百九十六ドルから一万ドルを差引いて一万九千八百九十六ドルとし市当局が希望するならばツースピードアクセルを取り付けて価格を二万九十六ドルにしてよいということである次にいすず社との折衝の経過は法定耐用年数はトヨダと同様五年であるが他の車両に比べ実用耐用年数は確信されると力説しておりなお馬力については馬力に対応して車体は強じんでなければいけない、つまり馬力と車の重量が比例してはじめて車の強じんさが実証されるということであり価格は二万一千六百ドルに低減されて当初よりは一千二百ドルの減である、従って両者を総合的に検討した場合耐用年数においてはいすずが長いといわれているが燃料経済面ではトヨダが勝るということになる問題は両社において千七百四ドルの価格の差が果たしていすず社のもつ馬力と性能の強じんさの度合ということのみに相当するか如何かである、以上がその後の折衝経過であるがこの車輌の購入先メーカーは委員会において決定して頂きたいという説明があったのであります。しかしながら本委員会といたしましてはすでに否決の意志決定はいたしたのでありますが先に申述べました様に当局側といたしましては、本案の早期解決のため積極的に検討を加え努力していることでありますし、なお又最も重大なることは時期を失する場合は政府補助金が削減されるおそれがあるということであり本案は誠に緊急を要する問題となっておるのであります。従いまして本案につきましては委員会といたしましても緊要なることを認め協議会に移して検討致しました結果一応委員会の意志決定をみましたもののこれらの事情を勘案致しました場合これを撤回し次期議会を待たずして今期議会に再提案なさしめることは政府の補助金を獲得する上から最も当を得た処置かと思料され全員これを了承すると共に当局の意志も十分斟酌し購入先については当局に一任する旨全員意見の一致を見た訳であります。よろしく本会議に於いて委員会の意を汲みとられて御取直して下さいまして撤回を承認して頂きこれが早期実現を計って下さいますよう御願い申し上げる次第であります。

○議長（高良一君）次日程第四、議案第七十九号の撤回の同意を求めることについてを議題といたし撤回理由の説明を求めます。

○消防隊長（松本吉英君）

議案の撤回について御説明申し上げます議案提出当時においては、別紙御手元に配布いたしました一覧表により比較検討いたしました結果、自動車の方が適当と思われたので該社と仮契約を締結したのであるが、その後、一覧表外の、それ以外に、トヨダ社も、該車の制作に当っていることがわかったので、いすず、トヨダ両車の価格、性能等について、詳細に検討した結果、トヨダのはし子車が最適当と思われ該社と契約したいので本案を撤回したいのであります。よろしく御審議をお願いします。

○議長（高良一君）

本案につきまして、議長からお該りいたします。お聞きの通り、ただいま、当局から議案第七十九号の撤回理由について、説明がありましたが、総務委員長から、先ほど、詳細に報告がありました通り、最終的結論といたしまして本案の撤回を了承されているのであります。御承知の通り、本案は政府補助金の交付時期とも、関連して、緊急に処理しなければならない案件であり、そのためには、これを撤回して即日、本日の本会議において新たなる内容をもつて日程第五の議案として、提案がなされているのであります。よつて本案につきましては、質疑討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、さように取り計らつて御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。よって直ちに採決に入ります。日程第四、はし子消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて、市長提出議案第七十九号につきましては、委員会の報告通り撤回を承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め委員長報告通り撤回を承認することに決します。従いまして、日程第四、議案第七十九号の撤回につきましては、本議会において、その撤回に同意することに決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第五はし子消防自動車購入締結の同意を求めることについて、市長提出議案第二号について提案理由の説明を願います。





議案第二号




梯子消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて




右の議案を提出する




一九六〇年二月一日

提出者　那覇市長　兼次佐一







梯子車消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて

標記のことについては、さきに議会の議決を得た消防施設費にかかる梯子消防自動車購入のことであるが、左記の通り仮契約を締結したので議会の同意を求めます。

記

 
 
  	一、契約の目的
  	梯子消防自動車購入のため
 

 
  	二、契約の相手方
  	沖縄トヨタ自動車販売株式会社
 

 
  	
  	代表取締役   野 原 朝 康
 

 
  	三、契約の方法
  	随意契約
 

 
  	四、契約の金額
  	弐万九拾六弗也
 

 
  	五、契約の期限
  	一九六〇年六月三十日
 







 
 
  	説明
  	梯子消防車製作に当っている諸社の車輌について価格、性能等を詳細に検討した結果、トヨタ車が最も適当であり、該車を購入したいので「議会の議決又は住民の投票に付すべき財産、営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例」第六条第二号の規定に基き本案を提出する。
 











物品供給仮契約書





 
  	一、件名
  	梯子消防自動車購入
 

 
  	一、契約金額
  	金弐万九拾六弗也
 

 
  	一、納入期限
  	一九六〇年六月三十日
 

 
  	一、納入場所
  	那覇市消防隊本部
 

 
  	一、指定メーカー
  	沖縄トヨタ自動車販売株式会社
 

 
  	
  	代表取締役　野原朝康
 

 
  	一、契約保証金
  	金四千拾九弗也
 

 
  	一、支払場所
  	那覇市消防隊本部
 




一九六〇年一月三十一日

那覇市長　兼次佐一

供給契約者

住所　那覇市崇元寺町一丁目三十九番地

氏名　トヨタ自動車販売株式会社

代表取締役　野原朝康

那覇市は前記物品を前記金額で購入するについて那覇市長を甲とし供給者を乙として次の条項によって仮契約を締結する。

第一条　品名、形状、寸法及数量は別紙内訳書の通りとする。

第二条　納入物品は日本国家消防庁本部検定規格に適合するものとし納入の際日本国家消防庁の検査合格証を提出しなければならない。

第三条　乙は天災、地変その他やむをえない事由により期限内に物品を納入することが出来ないときはその事由を詳記して期限延長の願出をなすことができる。この場合、甲は、その願出を相当と認めたときはこれを承認することがある。

(2)　前項の願出は期限内になされなければならない。但し特別の事由のある場合においてはこの限りでない。

第四条　乙は納品の際、本市の定める納品書を提出しなければならない。

一旦持込した物品は甲の許可なしでこれを引取ることは出来ない。

第五条　納入物品は甲の定める検査に合格したものでなければならない。

検査に要する費用及び検査のため変質、変形、又は消耗、毀損したものはすべて乙の負担となる。

(2)　乙は甲の指定する日時及場所において検査に立会うものとする。乙はもし立会をしないときは検査の結果につき異議を申立てることが出来ないものとする。

第六条　乙は検査の結果不合格と決定した物品を遅滞なく引取り、速かに代品を納入しなければならない。

(2)　前項の規定により取替を命ぜられた物品に対して甲は更に納入期限を指定するものとする。

第七条　乙は納入品の引渡後、走行距離壱万粁迄はその隠れた瑕疵について補修の責任を負うものとする。

第八条　甲は契約と同時に契約金額の二〇％を乙に支払い、残額は検収後十五日以内に支払を完了するものとする。

第九条　乙は期限内に物品の納入を終了しないときは延滞日数一日につき契約金額の千分の五に相当する金額を違約金として甲に納付するものとする。

第十条　乙が左の各号の一に該当する場合において甲は契約を解除することが出来るものとする。

一、期限内に契約を履行しないとき又は履行の見込がないと認めたとき。

二、契約履行の着手を遅延したとき。

三、那覇市工事その他の請負契約条例第七条の規定に該当するとき。

四、契約の締結又は義務の履行について不正の行為があったとき。

五、前各号の外この契約事項に違反したとき。

第十一条　乙より解約の申出があった時、乙は甲に対し契約金の二〇％を返済すると同時に、違約金として契約金額の二〇％を支払うものとする。

第十二条　乙はこの契約から生じる権利義務を第三者に譲渡し又は担保に供することが出来ないものとする。

第十三条　乙はこの契約条項の外、那覇市条例「工事其の他の請負契約条例」を遵守するものとす。

第十四条　本仮契約書は、後日議会の議決を得たとき本契約として成立する。

(2)前項の議会の議決を得たときは、本仮契約書を以って本契約とする。





○消防隊長（松本吉英君）

議案第二号を御説明申し上げます。はし子消防車の製作に当っている諸社の車輌について、価格、性能等を詳細に検討した結果トヨダ車が最適当であり該車を購入したいので議会の議決または、住民の投票に付すべき、財産営造物または議会の議決に付すべき、契約に関する条例第六条第二号の規定に基づき本案を提出いたします。よろしく、御審議をお願いいたします。

○議長(高良一君)

ただいまの当局の説明に対し質疑に入ります。

○新垣松助君

はし子消防車の購入については、賛成でありますが、これについて現在の消防隊の中に、このはし子消防車を取り扱いする技術者が何名おるか、また、それに対する、はし子消防自動車の技術講習に行った隊員がおりますかどうか、以上二点を御説明願います。

○消防隊長(松本吉英君)

ただいまの御質問でありますが、現在はし子、消防自動車を取り扱った経験のある者はおりません。したがってこれは特殊技術を要しますので購入する段になりますというと、日本に三名か、五名は研修にやる必要があると思っておりまして、それもさらにお願いしたいと思います。

○新垣松助君

これは機械は購入して技術者がいないというのは遺憾に思います。これを購入する前にほんとうは当局で、こういうもんは早急に講習にやるべきもんであったが、これはそして、この講習にいつごろやる考えであるか。これは購入しておってただそのままに置き腐らして役に立たん、使用不可能になります。がいつごろこれを講習にやる準備があるか、または見込みでありますか。

○消防隊長（松本吉英君）

はし子車を発註いたしましても三カ月乃至六カ月、早くて三カ月、まず五カ月を要するものと思います。したがって該車を引取る前に一カ月前に講習員を派遣したいと思っております。また会社もこの取り扱いについては十分指導するために、こちらから技術員を派遣して十分これの取り扱いについて研究させるということをいうております。

◯高良清二君

これは質問ではなくて愚問になるかも知れないが、今度出ている議案の契約の内容に指定メーカー沖縄トヨタ自動車販売株式会社代表取締役野原朝康とあるが、あれは指定メーカーになるんですか。そこに字句的に訂正するところはないが、一応御返答願います。指定メーカーですか何ですか、これはメーカーではないと思います。

◯消防隊長（松本吉英君）

お答えいたします。購入先というふうに訂正いたしたいと思います。

◯議長（高良一君）

ただいまの当局側からの申し出により指定メーカーとありますのを購入先と訂正願います。

◯高良清二君

後刻討論の時に申しあげるかとも思いますが、討論の段になってからゴチャゴチャいうのもあまり香ばしくないと思いましたので、あえて質問のときに立ったわけであります。理由は、今回はし子消防車の購入について、なるほど政府負担によって一部負担によってなされることではあるが、この契約の書面から見ましても相当多額の金を要ししかも特別議決を要するほどの重要な案件であるが、当局のいままでなされておりますところの契約の方法過程においてはいささかその熱心さにおいては疑問を持たざるを得ないのであります。理由は二万ドルを起す多額であり、しかも特別議決を要する重要な案件を抱えておりながら簡単に代理店から見積書を徴してこれをもって審議の参考資料として提出しているのは全くけしからん話であります。仮に個人がこういう莫大な予算を投じて物品を購入するという立場になりますならば、当然日本に飛んで出張もし、交替で幹部が視察研修もなされておるはずであるのに、そういう時に当っては当然直接向うのあたりから資料をふんだんに集めてそれを検討されて、しかもその資料が議会に、議会の参考資料になるような、そして十分説明が加えられなければかくもぼう大な予算を使うのには、当然それくらいの熱心さがあってしかるべきと本員は思考するのであります。ところが去った議会に提案されている議案の内容からいたしますと、なるほど予算額としては二万二千八百ドル、予算はあったかも知らないが簡単に予算があるからといって一代理店から随意契約をもつて同意を求めんとしているのであります。しかも審査途中においてその内容が価格が相当額減じられ二万二千四百ドルという、四百ドルも減額になっているのであります。なお突っ込んで委員会でその問題の時に、二万一千八百ドルと最初の見積りから、随意契約価格から千ドルも価格を下げてきておるような状態である。なおもう一つ本日提案されておるところのトヨダ自動車株式会社からの資料は最初から資料としては何も出ていない、あとで追っ付け出てきたのがこのトヨダ自動車販売株式会の本日提案されているところの価格として現われたのであります。これからした場合多額の金を投じて、しかも政府の補助を受けて長年待ちあぐんでおったところのはしご消防自動車を購入する段に至っては相当研究がなされなければならんが、また議会に議案が出されて審議中に追加資料として出され、しかもこれが完全なる向うからの十分なる資料ではなくて、単なる販売価格、取引価格の数字的参考資料に過ぎないようないとも簡単に予算を消化されんとしているような市の熱意に対しては疑問を持つが今後そういうことは絶対まかりならんと思う。よって今後もしこのような、これに準ずるような何かがあれば当然生産者から、あるいは消防協会から那覇市消防隊としては日本の九州消防協会に参加しているのに、そういうところから資料を集めなければならないはずであり、今後こういう場合の対策について当局の責任ある方は如何なる態度であるか。今回においてその処置が遅れたということを認められるならば、今後に対する誓をしていただきたい。もしできないとするならばあとで討論においてもこれは重要視したいので取り上げていきたいと思うのであるが当局は今後そういうような態度を改めなければならないと思うが、それに対してどう思うか

○消防隊長（松本吉英殿）

撤回の文書に一覧表を添えてありますが、この一覧表によってです。十分はし子車の調査をしたのでありますがこれでは当時トヨダが載ってないのであります。それでここに代理店のある、納入しておるところの代理店のある会社に当ったのでありますが、あとでドヨタ自動車もはしご車を製作しているということがわかったので、さらにトヨダに折衝して資料を蒐集し検討したのであります。かようなことはまことに不準備であったと申されても仕がないのでありまして今後十分注意を払いましてこういうことのないように心掛けます。

○金城幸信君

この一覧表は消防隊長からのもんですか。

○消防隊長（松本吉英君）

森田ポンプ会社の調査です。

○金城幸信君

お尋ねいたします。二万ドル有余を越す、こういうような特別議決を経て購入しなければならないはし子消防自動車、これは私たち、住民の生命財産を守るためにはぜひこれを早く一日も早く購入するのが建前でございます。むしろ遅いような感がしますが、こういう多額の金を使うのに何か知らん当局にルーズな点がありますので触れてみたいと思います。この森田ポンプ会社からはし子自動車一覧表がきておりますが、それにはトヨダの表は出てないということは機械というのは時計もいっしょでございまして、物の高い物を買うとある程度の差額はあると思います。しかしこのはし子車は初めの価格から千ドルも開きがあるので私は先走って市当局はトヨダに手を伸ばしたと思いますが、この機械というものは皆さん御承知の通り材質によっても違う、例えばステンレースを使うのをほかの鉄を使うとか、あるいは軟鉄を使うとか、鋼鉄を使うとかで、そのほかにいろいろの方面でその差額をつけて作るというのは簡単であります。しかしこれだけの那覇市の人命財産を保護する高価な自動車を買うのに金の一千ドルの開をもってそれに手を伸ばすということは私は失態でもあると思いますが、このトヨダ消防自動車について市当局はいすずや他社の消防自動車と遜色はないと、それ以上の性能ということをはっきりこの議会において自信のほどを表明できるかどうかお伺いしたいと思うのでございます。

○消防隊長（松本吉英君）

お答え申し上げます。

委員会においてもトヨダといすずと慎重に比較検討がなされたのでありますが、価格の面において千七百四ドルの差があり馬力の面は百四十五馬力と百二十五馬力と二十馬力いすずが大きいのであります。そしてその耐用年数は同じく、五ケ年、アフターサービスにおいては同じく一万キロ、さらにそのほかに燃料、価格によって十分検討いたしましたところ、その比重によってトヨダがいいという当局の判断を付けたわけであります。したがってこれについては十分自信を持っておりますのでその点御了承願います。

○平良真次郎君

はし子消防車の購入につきまして政府補助金の一万一千ドルの問題について御説明願います。と申しますのは昨年の災害対策並びに政府の財政欠陥において相当財政が逼迫しているというような新聞報道がございましたが今回提案されたこの二万ドルの問題につきましては一万一千ドルの補助と、こういうふうになっておりますが、これについて一つ、現在までの交渉並びに目途について御説明願います。

○消防隊長（松本吉英君）

お答え申し上げます。一万一千ドルの政府補助金の交付方につきましては、市当局といたしましても市長を初め助役、さらに私も同道いたしまして政府の各課長に折衝し、さらに私も直接内政局長とお合いたしましたところ指令書を出すという御返答をいただきました。さらに警察局長にもその旨を報告し早くこの指令が出せるようにお願いしたのであります。警察局長との折衝の結果によって二月の立法院の補正議会において決まったら債務負担行為によるところの指令書を出すという御返事がありましたので内政局長もさらに言明しておられますので間違いないものと信じております。

○辺野喜英興君

前の方々の質問と重複するかも知りませんが簡単に質問いたしたいと思います。これはきょう配られた資料で終戦後においてはし子消防自動車納入先一覧表というのが配ばられておりますが今までの報告を聞きますと当局の方としてもいすずと契約したいとこういう考えであったがその後いろいろ考えた結果トヨダがいいということで、しかも委員会においては慎重審議して一応否決ということになっています。そういう状態にきているというのであるが、当局もいろいろ検討し、あらゆる面から検討した結果そういうことになった様でありますが、この配ったこの一覧表にはトヨダという字も見えないが、一体これはどういう何かこの表を見ると扶桑が八、いすずが六、日野が二、それに民生ディーゼル、ホワイトＧＭＣといったのが各一台でトヨダというのは一つも見えないんですがこれはそれからした場合は一体どうしてトヨダに替えたか慎重に検討したというが何を検討したのであるかこの表にはトヨダのトの字もない、またそういった考えが簡単に変っていいかどうか私には一つも納得が行きませんのでこの点御説明していただきたい。

○消防隊長（松本吉英君）

最初いすずと仮契約いたしましたのは警察本部ともよく打ち合せしましたしさらに私出張中に大阪の権威ある方々の御意見も尊重いたしましていすずがいいというこういうことを確信いたしましたので仮契約に持っていったのでありますがその当時は、調査いたしましたところ昨年夏堺市の消防署に初めてはし子車を出したという事実が分かったのであります。それでトヨダからもさらに資料を蒐集いたしまして検討しさきほど申し上げました通り性能価格アフターサービス等いろいろの面を比較対照してその度合によってトヨダがいいという結論を得たわけであります。

○辺野喜英興君

もう少し簡単にいってください。それじゃあもう一回お尋ねしますがいろいろ検討してトヨダに変えた、そしてこの議案をきょう出している、いっしょに資料を出しているこの資料は、これから見ると扶桑か民生デーゼルが良かったということではないんですか。一体それではどういうようにトヨダにしたといったこの資料からトヨダにしたという資料になるのかどういう訳でこの資料を出しているか、それがわからんのですよ

○大山盛幸君

当局の間の抜けた提案に対してはいままで指摘された通りであります。当局は委員会においても全くどうかしており、穴に入りたいぐらいに真赤な顔をしておったことを忘れていないと思います。それでもまだこういう間の抜けたことをしている、委員会においてもこういう資料を見たのでありますが、しかしこれはいすずを買うときの資料だったと思います。こんなものはひっ込めた方がいい。それが賢いやり方だ何のためにこれを出したか全くわかりゃあしない。しかも高良委員からいわれた通り予算に計上された二万二千八百ドルをそのまま仮契約でこういった提案をするとはもってのほかだと委員会から突かれたら最初四百ドル下りまた下ってしまいには千二百ドルも下っている。こういうような経過を何とも思わないような提案をするからいつも失態を演ずるんだ市民の貴重な生命財産を守り取扱う消防隊長はもっと気を付けてもらいたい。

「そうだ」と呼ぶ者あり）

さきほどの新垣松助議員がお尋ねになったものと関連するんだが、現在はし子消防車がない、またこれに経験のある隊員が一人もいない、そのために講習にやるということはけっこうでしょう。それで講習に派遣する費用もあると思んだがしかし購入するに当って購入先にそういうことも予想して話合う必要があるんじゃないか、というのは沖縄で初てのケースであるはし子消防車を輪入する以上向うも慎重な態度で製作しその後のアフターサービスについても慎重を期するであろうということは常識でもわかることでありそういうことも購入先においても向うの所員を送るであろうし又隊長としても消防隊員から一人か二人は是非一緒に巡遣してもらうということは向うの購入先の経費をもって講習をさせるのが至当だと思いますが隊長はその折衡をする自信があるかどうかその件についてお伺いします。

○消防隊長（松本吉英君）

早速トヨダの社長に折衡いたしましたところが一人の費用を会社が負担するということを申しております。

○高良清二君

さっきの二十七番議員（辺野喜英興君）の質問に対する答弁がまだなされてないのでそれに対する答弁の助け船になるかも知れないと思うのでありますが委員会で契約する時の態度はトヨダにしていただきたいという意思表示は何もなされていないのであります。委員会の態度はトヨダいすすいすずかにしてもらいたいという意向は確かにあった、しかしきょう出て来ていきなりトヨダになってしまってわれわれの方にはもう決まったかと思ったが、委員会の結論の内容は那覇市の消防隊長、副隊長が委員会に出席しているが、素人でありポンプについての考えについては全く素人である。それで決定する以前においては警察局あたりとも十分綿密なる連絡と経験で十分協議の上でそれを決定していただきたいというような意思表示を委員会でなされておったがその決定するまでの警察局あたりとの話合いあるいは向うの警察局の意向、実戦に対する経験からそういう具体的な打合せがなされておったかどうか単に安いからこれに決めたというのかどうかトヨダと決定するまでの警察局あたりの意向はどんなものであるか。それを答弁していただきたい、そうすれば二十七審議員（辺野喜英興君）の質問の助け船として有効かと思います。

（「委員長報告しなさいよ」と呼ぶ者あり）

○消防隊長（松本吉英君）

警察当局と相談いたしましていろいろサービス面性能面を比較対照してこれが良かろうということに話が決まったわけであります。

○高良清二君

警察局もトヨダが上等だというのですか

○消防隊長（松本吉英君）

初めはいすずがいいということは向うも考えておりますがいまさき申し上げましたような価格、性能それからサービス面総てを対照してその比重によってトヨダが良かろうということに話が決まった訳であります。

（「それは警察局もそういったんですか」「もういいよ」「進行」と呼ぶ者あり）

○大山盛幸君

市長にお尋ねします。さきほどから本提案についてはその提案のやり方に相当のミスがあるということは市長も十分認めておられると思います。なぜこういうような提案の仕方、すなわち十二月の本会議におきましても追加議案として大騒わで検討もしないで出されている、そのために継続審査になりその結果委員会でジャンジャン叩かれてこういう結果になってまた大騒ぎて再提案になっているこういうようなつまり必要のない資料を提出して物笑いになっている。こういう見解からした場合の消防隊長、副隊長その隊員は火消役の面においてはそれこそ優秀な技能を持っていますがこういう議会対策の事務的な面においてはそれこそ能なしといわれても仕方がないのであります。そういう意味において市長として政策的にも消防隊の中に事務に明るいような隊員をぜひ採用しなければならないと本員は資料するが、そういう意志があるかどうかもしあるとすればどういうふうにやるかその件について市長の御答弁を願います。

○市長（兼次佐一君）

ただいま御指摘されましたようにこのはし子消防車の購入につきましては御承知の通り急を要すべきものであるにもかかわらずそのための経過手続きにおいて必要な書類の不備やあるいは説明の不要領な点から今日まで延期いたしたのでありますさらにまたきょうの議会におきましても御満足の行くような資料並びに説明をなすことができなかったことは非常に遺憾に存じております。いま必要でない参考資料がお手元に配布されたのでそれが原因となって非常に消防隊長も追い詰められているのでございますがこの沖縄トヨダ自動車販売株式会社から出されておりますところの三枚続きの資料によりましてこういったような内容のものを今回契約したいというような資料はこれでございますのでほかのであるという資料はこれに比べましてこの内容よりはあれがいいといったようなものであるというふうに解決していただければ幸いと思うのであります。なおまた隊長が事務的になれていない、何かそれにこれを補佐する者を置く必要はないかといわれるのでございます。が隊長は火消役の隊長としても適任者でございますが事務面においても最適任者と私は信じているのでございます。今回の場合はあまり熱を入れ過ぎましてこういうような失態をしたと思いますので次回からは決してさようなことのないように十分注意して協力して行きたいと思っております。しかしなおかつ回を重ねてこの点失態があるような場合にはまあ補佐的な人事も考えなければならないのでありますがいま一応研究させて十分お認めになっていただくように努力させたいとこういうふうに考えております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○辺野喜英興君

討論にはいる前に私この資料について質疑をやった関係で一応私見を述べて皆様方の御賛同を得たいと思うのであります。いまさき市長の方でこの参考資料は必要のない参考資料を出してとんでもないことになっておる、しかしまあその後いろいろ検討したらトヨダの方が良かったという消防隊長の言葉を裏付るようなことをおっしゃっておるそのこともわからんわけではないのです。しかしながら一応慎重に検討してトヨダになったというこの提案を出すと同時にこういう資料を出している。しかもそれは追加であったというふうにあっさり片付けられては今後の議会運営の上に非常に心配であり特にそうなってくると市当局に対してわれわれ議会は信頼が置けないということになるんじゃないか。これを簡単に市長の何によってなるほどそうかと簡単に片付けられていいものかどうか私議会人として大いに再考する必要があると思います。いろいろ私がいうまでもありませんがそういうことであれば確かにまた議会においては、その後この資料で行こうとトヨダがよかったということがわかればその資料を生かすように出してそうしてわれわれにも納得がいくことであれば討論採決にもって行ってよいと思います。そういういまさきいったようなことからしましてこれはもう一応検討する必要があるんじゃないかさらに申しますと前のいすずを購入するということで総務委員会でも相当検討されておりますのでもう一応委員会に差し戻ししていただきたいというような意見をもっているのであります。よろしく議長の方でお諮りお願いします。

（「休憩」「中食」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは休憩してついでに中食に入りますか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では休憩いたしまして午後は一時から再開いたします

（十二時五分　休憩）

（午後一時三十九分　再開）

○議長（高良一君）

午前に引続き開会いたします。午前中における二十七番議員の御意見で本はし子消防車購入契約締結の同意を求めることについては、さらに慎重審議を要するので総務委員会に差戻しというような御意見でありましたかそれについて御審議願います。

○大山盛幸君

そのために休憩して今までになっておりますが休憩中に総務委員の方々にお集り願いましていろいろとお話しいたしました結果当局の方が出した資料がむしろ逆の資料になっているという何から保留してこういうことになっております。それで当局の方で十分に納得のいくような説明があれば委員会としても最初結論を出したように認めてもいいというような話がありました。それで当局からそれの資料についての見解その他もっと具体的になぜトヨダの方がいいかというという結論をつけて提案しているかということについてもっと詳しく説明を求めてもらえば委員会差戻しをしなくても済まされるのではないかと思います。さきほどの辺野喜議員のおっしゃることも至当な提案と思われますが委員会としては一応そういうような話になっておりますので一応当局の方から提案した具体的な問題についてまた今の問題についても説明してもう一回お聞きになってできるならば差戻しをしないようにお願いしたいと思いますが

○消防隊長（松本吉英君）

お手元に提出しました一覧表の資料は最初いすずと仮契約しましたがこれを撤回する表付けとして最初はこういうことでいすずにしようという意味で提出したのでありますがこれはあくまでも今の状況においては完全な私たちのミスであります。深くその点お詫び申し上げます。それからトヨダがいいという結論は、トヨダは二スピードギヤーアクセル、これが最近できたものでありましてこれを取り付けることによりまして急な坂を上るにもエンヂンに無理がない、そしてそれ以外に燃料が至極経済になる、それからピストンリング・クロームメッキを取付けることによって十三万マイル走行してもまた取替える必要もないという非常に性能がいいという点こういう点を勘案いたしましてトヨダがいいという結論が出たわけであります。

○議長（高良一君）

この問題についてちょっと申し上げたいと思います。というのは大体政府の補助金というのが新聞でも御承知のように政府はいろいろの今度の政策面でも財源が相当財源難をきたしているのであります。それに暴風治水対策面でも財源が足りないという状態で今度の消防自動車の補助金についても政府自身としては削ずろうという方針にあるわけであります。ところが今これを削られたんじゃあ困るというところまできているわけです。それにもう一つ今これを否決あるいは継続審議にもっていったときには当然補助金は取消されるという可能性が多分にあるわけです。それでいろいろ当局に対するきつい質問に対しては当局も十分反省しているようでありますので社会福祉安定のためにぜひこのはしこ消防車は必要でありますので今後当局もかかることのないように十分注意してもらってこの問題をすみやかに解決して貰いたいと思います。それでどうですか辺野喜議員もうこのくらいの程度で御了承願いまして・・・

（「総務部長からもっと具体的に追加説明させてください」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では総務部長の説明をお願いします。

○総務部長（崎浜国宏君）

それでは私の方からいすず会社とそれからトヨダの会社に折衡したところの経過並びトヨダが価格の面でそれから性能の面といったところを検討してみた場合において結論的にトヨダの方がよかったということについて説明申し上げます。委員会の方といたしましては、この問題の結論としましては否決になるということでありまして、さらにそれにつきましては、形式的な指名競争入札ということを要望をして決定したのであります。しかし実際におきましてこれを指名競争入札といったような場合においては、その機材の資材の性質、性能すべてが違うのでありますから、指名競争入札ということは妥当ではないというような考え方に立ったわけであります。したがって具体的な、いわゆる指名競争入札といいましてもやはり入札というものは、法規上の問題もありますので実質的には、実際にこれを行うことができないわけであります。そこで例えば十万円する品物と十五円する品物とは全然別個であるのに、すでに最初から差が付いているにもかかわらず、これを指名競争入札する場合においては、当局側といたしましてもこの最低価格の設定の面では固るわけであります。つまり十五万の値段のと十万円の値段するのでは、いずれに最小予定価格を設定するか十万円であるか九万円であるか、十三万円ということになって実際そういったようなものは、指名競争入札というものは行われないのであります。そこで委員会の意思をさらに形式的な指名競争入札という趣旨はできるだけ両社最低価格の線で落札を落すだけ落していって、そして価格にもかかわらず能性すべてのものを検討して上であろうが下であろうがやはりこれが価格性能において検討して必ずしも最低ではない、そして値段が違ってもそのまま取ってもいいというような御要望でありました。そういう意味において考えまして、それでは各会社に二応値段の折衝を当局側から最低の値段を決めるべく折衝したのであります。そこで総務助役と消防隊長、副司令、私と四名で会社に先日価格の件で当ったわけであります。そこでその当った経過につきましてはこの際御説明申し上げたいと思います。先ずトヨタに行ったのでありますが先ず耐用年数であります。これは法定耐用年数は五年である。それで一九五〇年ガリオア資金で購入したところの車は終戦後資材不足の時代で雑な品物で作った車でありますが、これでも現在まで使用されており、最近のエンジンは品質も良くなっておることであるし乗用車は十三万キロ走行に耐えているので、はし子消防車の如き需要度の少ない車では十年以上は持つだろうと言うことでありました。それから馬力の関係についてでありますが、馬力の関係につきましては御承知の通りイスズが百四十五馬力トヨダが百二十五馬力で結局二十馬力の相違でありますがこの二十馬力の相違点について確めるべく当ったのでありますが馬力につきましては、会社においても技術専門家が積載量、燃料経済の面からも十分に勘案されたものであり百二十五馬力で支障なく運行でき、さらに二スピードギヤーアクセルをつけることによって急坂な坂道でも走行できるので燃料の経済にもなるという点が利点となっているわけであります。それからアフターサービスの件でありますがこれについては走行数一万キロすなわち六千四百マイルであります。これにつきましては保証するといっているわけであります。それと四番目の最低価格のついての結論でありますが市当局へ提出されている見積り価格二万八百九十六ドルより八百ドル差引いたところの二万九十六ドルと決定したのであります。さらに市価二百ドルの二スピードギヤーも取りつけるということであります。そうして市当局の希望次第によっては、この二スピードのアクセルを取りつけないとすれば結局一万九千八百八十九ドルにしてもいいということでありました。それがトヨダとの折衝であります。つぎにイスズとの折衝でございますがもちろんこれは法定耐用年数はやはりトヨダと同じようであります。イスズの車は他の会社より耐用年数においては断然長いということを力説しておったのであります。その証拠には一九五〇年七月ごろガリオア資金で購入したところのイスズのトラックは現在でも使っている。トヨダ、ニッサンの物はほとんどない状態にあるが今までイスズの車は耐えているのはそれだけ車体が強靭であるということを強く訴えていました。それから馬力の件についてでございますがこれはこの馬力の件については最初のほどはこれは向うの方でもあまり十馬力の相違については重要視していないようでございましたが、そこでトラックでは馬力については、出力関係が少いから消防車においてもそう大きな大差はないのではないかといったようなこともあったのでありますがその後技術家の梅津氏の話ではやはり馬力の大きい程、それに伴って車体が強靱でなければならない、つまり馬力が少なくて車体が重かった場合は耐え得る力がないので馬力が大きくなればそれだけ車体が重いということになるわけであります。なるほど調査しますとイスズが二千九百五十五キロに対しトヨダが二千四百三十キロその差五百三十五キロの差になっております。つぎにアフターサービスの件でありますがこれにつきましては一ヶ年または走行キロ一万キロでイスズ会社とトヨダは同じようであります。それでいつでも市当局のいうところで結構だということであったのであります。それから車両の最低価格の件でございますが車両の価格については市当局へ提出されましたところの見積り価格二万二千四百ドルあまり、さらに六百ドル差があったが今度の折衝の結果いすずとはさらに千七百四ドル二スピードギヤーアクセルを付けた場合においては更に四百ドルの差が生ずるのであります。そういった面から結論としましては、果してこの価格の大きい価格ではありますけれども、それだけ車体のいわゆる強靱という点だけでその比重を天びんにかけた場合に金の価値という面から考えてみた場合に財政的ないわゆる経費の有効の面から考えた場合にはあまりにも開きが多すぎるのではないか、これが五、六百ドルの差とかということであればなるほどこれはいすずの方が車体は逆にいいのであるから買っても良かろうという結論も出てきますがしかしながらそれには相当価格の差が出ているのであります。それで性能におきましては会社の方でもあらゆる面から技術専門家が勘案してなされたところのいわゆる科学的な数字であるということを考えました場合におきましてはどうしても性能においても相違はないということを考えたわけであります。そこで今までいすずを提案されたものにつきましてこういったのが先日の両会社と折衝したところの経過でございます。が総合的に検討した場合に、いすずの車両は車体が強靱であるために耐用年数が長いということは考えられますけれども馬力が二十馬力も多いという点においては燃料経済面では少し歩が悪いといったような考えであります。それからトヨダの関係でありますが、馬力は小さいのでありますけれども二スピードギヤーアクセルを取り付けることによって燃料経済の面からこれは歩が良いとこういうようなことに考えるのであります。それでいすずの最低価格二万一千八百ドルとトヨダの二万九十六ドルとでは千七百四ドルの差が生じていることになるわけであります。そこで仮に二スピードギヤーアクセルを付けないとすれば千九百四ドルの差という莫大な差が生ずるのであります。そこでいろいろこれはなるほどいすずは車体はある程度強靱であるかも知れないがしかしこういったところの莫大ないわゆる数字的な相違というものが出ております。こういったあらゆる角度から、相当検討を加えた結果やはり結論的にトヨダの方が良いということに決しまして、まあこの度議案第七十九号を撤回し議案第二号を提案いたした次第でありますのでよろしくお願いします。

◯高良清二君

この仮契約はこれから結ぶわけですか

（「結んでありますと」と呼ぶ者あり）

いつですか

（「きのうであります」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

それでは質疑を打ち切り討論に入ります。

◯新垣松助君

はし子消防車の購入については現在の那覇市の建築物の三、四階の建物から見て急を要する状態にあるのであります。このはし子消防車は、しかし購入はしますけれどもいまだに技術者がいないと今から当局も技術講習に派遣するということでありますがこれはいままでのわれわれの消防の経験から考えました場合に今まで日本に派遣されてなく、消防講習に対しましては、これはほとんど実地講習を受けたのが少いと思われます。丁度今から七、八年前に行政主席と警察局長の紹介状をもらって日本本土の実地講習に行った消防隊は今は一人比嘉賀勇君が残っておりますがそれでもはし子消防はそのときは日本もまだ東京に一台か二台しかなかったのであります。現在はほとんど大都市でははし子消防自動車が各都市において購入されております。それでこの派遣方に対しては、これはぜひともに四、五名少くとも四名は派遣して、主席または警察局長の紹介状も持って日本消防庁の指示を得て日本の消防署は、例えば大阪の消防署あるいは東京の消防署に講習を受けさせ、出来得ればこれをもれなく講習を受けさせてやるように要望します。というのははし子自動車を買ったところでその取扱いに支障をきたして、または毀わしたりした場合にはこれは那覇市の恥であり消防隊の恥でありますので早急にこういう点を当局は実施せられるよう要望いたします。

○金城幸信君

当局に要望いたします。さきほど総務部長から具体的にこの仮契約の経緯についての説明を承ったのでありますが、私はいすずとかトヨダというよりは、要は二万幾らという金をかけて市民の人命財産を保護する、このりっぱな那覇市の消防隊の車を買うのにどこの会社でも良い、要はいいものを買うというのが問題でありまして特に那覇市の消防隊そのものが買うものであります。一朝有事の際に故障があったとか持ってはきたものの使えないということではいけないと思います。要するに国家消防庁のリストを取寄せてそしてどれがいいかということを勘案し消防庁の検定推薦によるものを買うということであれば今までの論議は交わされなかったと思います。安物買いの銭失しないという言葉があります。これは時計を買うにしてもオメガーとかスイス製を買っておれば間違いない、それでどこの会社でもいいんですが要するに那覇市二十三万市民引いては全琉球の火災に備えるりっぱなものを買わしてもらいたかったのであります。そのために論議したのであります。こういったなんで一日も早く買わなければいけないものでありますが本会議において議決になると思いますが買うようになった暁つきは、さきほど新垣議員の要望があったのでございますが日本の国家消防庁の講習も必要でございます。その際は船でも何でもいい、多額の金を使って購入する場合には必ず消防隊員がいなければならない、要するに製作会社に送りその製作過程においてその取扱いを取得する、技術を習得しなければならないと思います。それで今度契約する会社に消防隊員から二名ぐらいやってこの制作会社においてみっちり勉強してここは良い、ここは悪いということを自分たちで習得して、そしてその自動車といっしょに帰ってくるように私は要望します。そうしないとどこが悪い、修理しなければいけないという場合に困るそれでりっぱな消防隊員で機械に明るいこれならいいという者を厳選に厳選を重ねた隊員を派遣して貰うよう要望いたします。

○石原昌進君

当局の参考資料の提出について若干要望しておきます。本案につきましては参考資料といたしまして沖縄トヨダ自動車販売株式会社という資料とさらにさきほど問題となりました一覧表が出ております。この一覧表は、このトヨダ自動車販売株式会社の表と比べました場合反対資料になっております。この資料から受ける感じは当局としてはまだまだいすずがいいんだが議会がこれについて若干疑義を挟んでおるのでトヨダの方の提案をしている議会は議会でトヨダのものを議決するにしろやはりいすずの方がいいといったように感じられます。ところが私は、これは議会に対する挑戦といいますか率直にいって納得できないような資料であります。これにつきまして消防隊長は完全なミスであったと言われておりますし市長はトヨダの方がいいという資料として受取ったはずというふうにいわれております。幾ら善意に解釈いたしましても、この資料からはどうしてもこのトヨダというこの納入先がない場合に受取れないのであります。さらにこれは消防隊長の言葉によりますと、いすずと契約する場合、購入する場合の資料であったというふうに申されておりますがそうするとトヨダの消防自動車が堺市の場合は去年は上っているというふうに私聞いておりますが、なぜこのいすずの議案を提案する場合トヨダを抜かしたのかという疑問が出てくる訳でございます。すなわちいすずと契約する議案を出す場合はいすず用の一覧表を作って出す、トヨダの場合はトヨダの一覧表を作って出す、いわゆるそっくりそのままいすず、トヨダと分け隔てをしない資料を出すんじゃあなくていすずを出さんがための資料を作って出すということが問題になってくると思います。したがってわれわれは当局を信用して参考資料を審議する訳でありますがこういった参考資料の出し方によるとこれからはやはり厳密に検討していかなければならないということになってその他今後の議会運営にも相当支障をきたすと思います。したがいまして資料を出す場合には公平にして議員がほんとうにこの車がいいんだというような資料を出して頂きたいとこの点特に要望しておきます。

○瀬名波栄君

一点だけ念を押して要望したいのがあります。さきほどから各議員の方からいろいろ要望をいたしております。この要望が出たということは、それだけ疑惑を議会側に与えているんじゃあないかというふうに考えるわけなんです。資料の件にいたしましても、先ほどから石原議員も述べておりましたが反省するならばですね、特にこれは沖縄において始めてのケースでありますし、よほど慎重にしなければならなかったわけであります。ところが議案に出た価格が急に四百ドルもポンと下つてみたり、あるいはそれよりももっと下ったり全くおかしいような恰好になってしまったり、そうかと思うと一昨日の委員会で一応当局に任せるとトヨダにするかいすずにするか任せるとなったと思うと簡単に今度はトヨダに変ってしまうというようなことがあっていろいろ疑惑を生んでおります。私はこういう点については特にですね重要な問題であるだけにどうしてもほんとうの各メーカーの見積書を一応取って代理店とも良く話合い代理店の方々は本社の方々とも比較検討してやって初めてトヨダにすべきだと思います。もちろんこういう自動車はしょっちゅう使うわけじゃなく一年間にまあなるべく使わない方がいいんですが性能が良くて安ければいいわけでその性能については国家消防庁が検討するわけであります。それから値段はなるべく安い方が良いということになるわけなんですがそういう場合にしてもやはり一方だけの資料だけじゃなしに各メーカーからも取寄せてその資料をわれわれに十分検討させるという態度がほしかったと思います。それからもう一つはトヨダ自動車販売株式会社から出ておりますところのはし子消防自動車の内容ですが値段は訂正されて二万九十六ドルというふうになっております。ところが下の方に備考欄がございますがこの備考の第三御要望により２スピードリヤーアクセルをお取付いたします。但し価格二百ドルアップというふうになっております。そうなるとこの値段二万九十六ドルというものは２スピードリヤーアクセルを含んでないというふうに理解されるわけなんです。しかしさきほどの当局の説明では、これに含まれているというふうな説明であります。ところがこの契約書を見ましてもそういう２スピードリヤーアクセルを取付けるというふうにはなっていないわけであります。ここに疑惑が出てくるわけですが今までの答弁を確認するか何かして議会へ出して貰いたいと思います。そういう点を要望しておきます。もしこの点でお気付であれば答弁されなくてもけっこうだと思います。

○総務部長（崎浜国宏君）

価格の三万九十六ドルということは、２スピードヤーアクセルを付けてであります。もし２スピードリヤーアクセルを付けないとすればそれだけ引かれるわけであります。つまり市といたしましては協議によりましてどうしてもその性能から２スピードリヤーアクセルを付けた方がいいということで二万九十六ドルにしたわけであります。したがって二万九十六ドルの中に２スピードリヤーアクセルを含むわけであります。

○瀬名波栄君

そうであるならばこういう場合の資料は十分気を付けて出してもらいたいと思います。これはわざわざ備考にですね御要望により２スピードリヤーアクセルをお取付けいたしますというふうになってる。そうすると初めの価格とは別というふうになりますのでこのまま受取るのであれば２スピードリアーアクセルは、はいっていないというふうになるわけであります。それでこういう資料を出してはいけないし、これは契約書にも明記されてないんです。

○総務部長（崎浜国宏君）

実は今ここに出されておりますところのものには先に二万八百九十六ドルを消して二万九十六ドルと訂正してあるわけであります。この下句ものは先の二万八百九十六ドルの場合のいわゆる案になっておるわけであります。

○瀬名波栄君

そうであるならばこれは額面通りしかならんですよ、前のは二万八百九十六ドル高かった場合ですね。その場合でも二万二百九十六ドルであるので二百ドルアップになる訳です。

○総務部長（崎浜国宏君）

それでその分は、その時の協議の結果これは消されるべきものでありますので・・・・

○瀬名波栄君

するとこの備考の字句は全部削除するんですか

○総務部長（崎浜国宏君）

市といたしましては、２スピードリヤーアクセルも含んだ価格が二万九十六ドルであります。

○瀬名波栄君

それは口頭の話合いであって契約書には明記されてないんですよだからそれは、契約書に入れるべきじあないんですか議会はこのままでは契約は通せないんじゃないんですか相手は商売人ですからね。

（「継続審議するか」と呼ぶ者あり）

○総務部長（崎浜国宏君）

この仕訳の内訳書につきましては先のものをそのまま訂正することになっておりますので向うの話ではいわゆる二万九十六ドルがいわゆる２スピードリヤーアクセルを付けることになっております。それで実際には第三番目の御要望により２スピードリヤーアクセルをお取付けいたしますに訂正いたしたいと思います。つまり御要望によりというのは消して２スピードリヤーアクセルをお取付けいたしますというふうに訂正願います。

○瀬名波栄君

しかしこれは会社が出した資料でしょう、それを勝手にこっちでやっていいですか

（「それは話合いによって」と呼ぶ者あり）

ではその会社の責任者をここに呼んで証言させてくださいでないとできませんよ。

（「議長休憩」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では本案につきましては一応会社側の責任者がきて証言をするようでありますので一応それまで審議を保留することにいたしまして次の日程に移ります。

○議長（高良一君）

次日程第六建築工事施工停止命令の取消並びに損害金請求事件に関する応訴について市長提出議案第一号を議題として当局の提案理由の説明を願います。





与儀映画舘建築確認取消経過概要




一九五九・九・二十一、建築工事の施工停止を命ずる

一九五九年七月一日確認番号第五八七号により建築確認された建築物（映画館）の施工に際し、確認申請書及び同添付図書と現場が事実と相異し現状のままだと建築基準法、第五十四条第一項並びに第三十六条の二及び第三十九条の二による建築安全規則第五十五条に明らかに抵触し又増築部分は同法第五条第一項の規定に抵触するので同法第八条の規定に基き工事施工の停止を命ずる。尚適法な手続きを取り、是正されると共に興業場法による営業許可も必要であるので念のため申添えます




一九五九・九・二十五、建築主下田享徳より施工停止は九月二十五日迄に取消す様告知書を受く、

告知書

一九五九年九月二十二日那建建発第五七二六号「建築工事施工停止について」受領致しました。処で貴庁の施工停止による様な増築部分を為す必要もなく又増築もしないので建築基準法第五条第一項に低触することもありませんから確認申請書の通り工事の施工を致すことにします。よって右施工停止は之を一九五九年九月二十五日迄に取消しする様に告知致します右告知期日経過するも停止を取消さない場合は建築を続行し尚ほ之により損害補償の請求を致すことにします故為念申添えを御知らせします。

一九五九年九月二十三日

那覇市字与儀三九二番地

合資会社　双葉商事

同市壺屋町二八六番地

代表社員　下田享徳

那覇市長　兼次佐一殿




一九五九・十一・二、行政主席より確認通知書の取消命令書を受ける。

達工建第一、二一五号

一九五九年十月三十日

那覇市長　兼次佐一

一九五九年七月一日付那覇市建築主事により申請人下田享徳に係る映画舘の建築確認については建築基準法第三十九条第一項の規定（敷地と道路との関係）同法第五十四条の規定（道路の幅員と建築物の高さとの関係）に違反し且つ同法施行規則第百三十八条の規定による道路の位置の指定の申請も受理しないで同映画舘の建築確認をなしたことは適当でないと認められるので建築基準法第十六条第一項の規定によって左記のとおりその行うべき事項を命令する。

一九五九年十月　日

行政主席　当間重剛

記

那覇市長は、那覇市建築主事が確認した那覇市与儀三九二番地の三、下田享徳申請の建築確認申請書は、建築基準法及び同法施行規則の規定に違反し、これを確認してあるので確認通知書を取消さなければならない。

一九五九・十一・十二、右の行政主席命により建築確認の通知書を取消す。

一九五九年七月一日付確認番号第五八七号によって確認された建築確認は建築基準法第十六条第二項の規定によって行政主席より該通知書の取消命令があるので左記理由によりこれを取消す

一九五九年十一月十二日

那覇市長　兼次佐一

記

１、建築基準法第三十九条第一項の規定（敷地と道路との関係）に違反する。

２、同法第五十四条の規定（道路の幅員と建築物の高さとの関係）に違反する。

３、且つ前二項の道路については同法施行規則第百三十八条の規定による道路の位置の指定の申請も受理されていない。

一九五九・十一・十二、建築主より工事施工停止を解除する様再告知書を受く。

那建々発第五、七二六号の建築停止命令に対し左記の通り再告知する。一九五九年七月一日付第五八七号の建築確認は建築基準法第五条の二項により確認通知を受けたのである道路の幅員その他の問題についても当局は充二分に了承の事であって何等確認には影響しない。仮にえいきょうするとしたら当局は精密なる文書で指導するか現場に於て実地指導をすることが当然であり且つ市民に対する親切でもある同法第八条の二項も無視した行為で法の精神に反する法を正しく運営し第一条の目的達成の為の市当局の努力を望む次第である。市当局がＰＴＡ会及びその他よりの阻止運動から政治運動の掛引がないとすれば建築基準法に基き是正すべきは是正して建築を実施させる約束は出来るものと信ずる。当局が指導の通知があれば吾れわれはいつでも応ず覚悟はもっている。依而速かに停止を解除する様再告知をする次第である。

一九五九年十一月十一日

那覇市字与儀三九二番地

合資会社　双葉商事

代表者　下田享徳




那覇市長　兼次佐一殿




一九五九・十二・十八、建築主下田享徳の『確認取消に対する異議申立』に対して

建築審査会の裁定書を受く




異議申立に対する裁定書

那覇市字与儀三九二番地

異議申立人　下田享徳




一九五九年十一月二十日、那覇市字与儀三九二番地下田享徳の映画常設舘の建築確認取消に対する異議申立に関しては、一九五九年十二月七日建築基準法第九十条第四項の規定による口頭審査を行い同年十二月九日同月十日、審査会を開いて慎重審議の結果全会一致で左記の通り裁定する。

記

本件に関して行政主席が特定行政庁にとった措置は妥当であり、之に基いて特定行政庁がとった措置を取り消す必要は認めない。

一九五九年十二月十七日

建築審査会長

宮城久元





与儀映画舘建築確認取消経過概要

一九五九・九・二十一、建築工事の施工停止を命ずる

一九五九年七月一日確認番号第五八七号により建築確認された建築物（映画館）の施工に際し、確認申請書及び同添付図書と現場が事実と相異し現状のままだと建築基準法第五十四条第一項並びに第三十六条の二及び第三十九条の二による建築安全規則第五十五条に明らかに抵触し又増築部分は同法第五条第一項の規定に抵触するので同法第八条の規定に基き工事施工の停止を命ずる。尚適法な手続きを取り、是正されると共に興業場法による営業許可も必要であるので念のため申添えます

一九五九・九・二十五、建築主下田享徳より施工停止は九月二十五日迄に取消す様告知書を受く、

告知書

一九五九年九月二十三日那建建発第五七二六号「建築工事施工停止について」受領致しました。処で貴庁の施工停止による様な増築部分を為す必要もなく又増築もしないので建築基準法第五条第一項に低触することもありませんから確認申請書の通り工事の施工を致すことにします。よって右施工停止は之を一九五九年九月二十五日迄に取消しする様に告知致します右告知期日経過するも停止を取消さない場合は建築を続行し尚ほ之により損害補償の請求を致すことにします故為念申添えをお知らせします。

一九五九年九月二十三日

那覇市字与儀三九二番地

合資会社　双葉商事

同市壺屋町二八六番地

代表社員　下田享徳

那覇市長　兼次佐一殿




一九五九・十一・二、　行政主席より確認通知書の取消命令書を受ける。

達工建第一、二一五号

一九五九年十月三十日

那覇市長　兼次佐一

一九五九年七月一日付那覇市建築主事により申請人下田享徳に係る映画舘の建築確認については建築基準法第三十九条第一項の規定（敷地と道路との関係）同法第五十四条の規定（道路の幅員と建築物の高さとの関係）に違反し且つ同法施工規則第百三十八条の規定による道路の位置の指定の申請も受理しないで同映画舘の建築確認をなしたことは適当でないと認められるので建築基準法第十六条第一項の規定によって左記のとおりその行うべき事項を命令する。

一九五九年十月　日

行政主席　当間重剛

記

那覇市長は那覇市建築主事が確認した那覇市与儀三九二番地の三、下田享徳申請の建設確認申請書は建設基準法及び同法施行規則の規定に違反し、これを確認してあるので確認通知書を取消さなければならない。




一九五九・十一・十二、右の行政主席命により建築確認の通知書を取消す。

一九五九年七月一日付確認番号第五八七号によって確認された建築確認は建築基準法第十六条第二項の規定によって行政主席より該通知書の取消命令があるので左記理由によりこれを取消す

一九五九年十一月十二日

那覇市長　兼次佐一

記

１、建築基準法第三十九条第一項の規定（敷地と道路の関係）に違反する。

２、同法第五十四条の規定（道路の幅員と建築物の高さとの関係）に違反する。

３、且つ前二項の道路については同法施行規則第百三十八条の規定による道路の位置の指定の申請も受理されていない。




一九五九・十一・十二、建築主より工事施工停止を解除する様再告知書を受く。

那建々発第五、七二六号の建築停止命令に対し左記の通り再告知する。一九五九年七月一日付第五八七号の建築確認は建築基準法第五条の二項により確認通知を受けたのである道路の巾員その他の問題についても当局は充二分に了承の事であって何等確認には影響しない。仮にえいきょうするとしたら当局は精密なる文書ご指導するか現場に於て実施指導をすることが当然であり且つ市民に対する親切でもある同法第八条の二項も無視した行為で法の精神に反する法を正しく運営し第一条の目的達成の為の市当局の努力を望む次第である、市当局がＰＴＡ会及びその他よりの阻止運動から政治運動の掛引がないとすれば建築基準法に基き是正すべきは是正して建築を実施させる約束は出来るものと信ずる。当局が指導の通知があれば吾れわれはいつでも応ず覚悟はもっている。依而速かに停止を解除する様再通知をする次第である。

一九五九年十一月十一日

那覇市字与儀三九二番地

合資会社　双葉商事

代表者　下田享徳




那覇市長　兼次佐一殿





一九五九・十二・十八、建築主下田享徳の『確認取消に対する異議申立』に対して建築審査会の裁定書を受く




異議申立に対する裁定書

那覇市字与儀三九二番地

異議申立人　下田享徳




一九五九年十一月二十日、那覇市字与儀三九二番地下田享徳の映画常設舘の建築確認取消に対する異議申立に関しては、一九五九年十二月七日建築基準法第九十条第四項の規定による口頭審査を行い同年十二月九日同月十日、審査会を開いて慎重審議の結果全会一致で左記の通り裁定する。

記

本件に関して行政主席が特定行政庁にとった措置は妥当であり、之に基いて特定行政庁がとった措置を取り消す必要は認めない。

一九五九年十二月十七日

建築審査会長

宮城久元





○建設部長（大城竜太郎君）

議案第一号について提案理由の説明を申し上げます。本案は一九五九年七月一日建築確認番号第五八七号により建築確認された与儀映画館の建築物に対して先般工事中の物件を建築基準法に抵触する理由から同法第八条を適用し、工事の施行停止命令を出しましたところ建築主下田享徳から特定行政庁である那覇市を相手取り別紙議案の通り訴訟を起したのであります。元来建築確認事務は政府の委任機関事務として解されますが該訴訟によりますと損害を伴っておりますので議会の議決を得たく提案した次第であります。以上提案理由を簡単に御説明申し上げ詳細なる説明は議事の進行にしたがいまして主務課長から説明しますのでよろしくお願いします。

○議長（高良一君）

ただいまの説明に対し質疑に入ります。

○新垣松助君

当局に質問いたします。一九五九年七月一日付をもってこれは確認されたのであるが当局からこの建築を中止せよとという命令でもってこんな莫大な賠償費と建築を再確認せよというような、これは応訴手続きの議案であります。すでにこれは当局はこの建築に対しては確かに認めるというふうになって建築確認を与えた、与えたけれどもしかし相手は建築中で建築を中止されたそこでこういうふうに賠償金を要求されたのであります。何もこれは、私たちが考えました場合には、これは専決処分でやった方がよかったと思われるところがありますが、これに対して当局はこの下田氏と何か話合いによる解決はできなかったかもんかどうかこれをお伺いいたします。

○建築課長（与世田兼正君）

お答申し上げます。さきほども七月一日に確認が出たというふうに提案理由の中にございましたが、その後九月二十一日に本映画館の確認についてよく調査してみましたところ映画館の前面道路がないということでありまして行政法規の安定を期する意味におきまして十分調査を進めて九月二十一日に本人に対して命令を出したわけであります。その前に本人としても困りまして一応工事を中止して違反の事実があるところは直すというような話もございましたが当時申請人はそれを頑として聞き入れずそのままになったような状況でございますその後も本人はあくまでも建築確認がなされたから建築基準法の五条の一項でもって確認になっている適法であるというような点を押しまして特定行政庁がなした事の停止命令の手続き、今度の議会には提案になっておりませんが行政主席の取消し命令がありまして特定行政庁が取消した処分に対しましても違法であるというふうな見解をもっておりまして建築審査会にも異議申立をやってあります。それで異議申立の内容は議案説明の中にはいっておりますが、これも確認の取消に対する無効訴えというふうな異議の申立でありまして、その件は審査会よりの概要があります通り、特定行政庁の取った措置は妥当であって何ら違法でないというふうな見解に立っておりましてその後ただいまの議案になっております。建築工事取消の裁判はこれは確認取消前にすなわち十一月の四日に裁判に堤起されておるのでありまして確認取消しが十一月十二日になっております。実際訴状を見ますと取消に対する訴訟じゃありませんのでその辺は幾分おかしい点もございますが答弁書はそういうふうな確認の、工事の中止に対する答弁となっております。

○新垣松助君

おかしいね、この建築は確認は七月一日にやったこれは盲確認かどうか知らんけれども、これを確認するということは君の建物を確かに認めるという建築を認めるということになっているのであります。それで二十一日にそれを中止せよということに対してもすでに相手は資本をその建築物に対して投資しているのであります。もう相当の労務費とか材料費もぶっ込んでこれをまた建築をさせてくれというような、その向うからの内容証明もきたらしいとそういうふうにきているが、私のいうのは例えばその内容証明がきた当時、当局がこれに対してどうしたらいいかというお互いの話合いの解決はなかったかどうかこれが一つの根本であります。これだけお尋ねいたします。向うからどしどし内容証明がきた、こういうふうになっている聞かなければ裁判に訴えるという何かあったはずだそれに対して当局は建築基準法にあてはまらない、確認はしたけれども審査会で取消しというふうになっているが市当局はこの賠償要求の訴えに対しもし負けたらこれはまた市民の血税からこれだけの賠償金を出さなければいけない、こういうふうに当局は建築確認をやった建前から訴訟されている、この訴訟されない前のその間に内容証明何やらきた当時から現在までこれに対する話合いによって解決つかなかったかどうかこれを聞きたいのであります

○建築課長（与世田兼正君）

さきほども申し上げましたが特定行政庁の建築工事の停止命令は確認はされていましたがその内容において違反した事実があったのでつまり法現の完備を期す意味において建築物と道路の高さの関係・・・

○新垣松助君

それはわかっているが相手側との示談の話合いをやったかということですよ

○建築課長（与世田兼正君）

一応これこれを直しなさいという命令を出しましたけれども本人は増築分は直しますが、ほかのところについては直さないという更に工事を続行して続行した分についても損害賠償の請求を訴えるということでありましてこちらが出した命令が何ら違法じゃないという見解に立つわけであります。

（「笑声」あり）

○渡口麗秀君

今の話合いは最後は訴訟にもっていくんでしょうその最後の話合いはどこまでいったかということですよ

○建築課長（与世田兼正君）

損害賠償の支払いをする必要はないと思いましたので別に話合いはなく文書でもってちゃんと出してあります。

○新垣松助君

この損害賠償は、これは確認をしたものに対しては、相手に損をさせておりそのあとからいやこれは不法であるということは最初確認したのは目をつぶって確認したあとはまた目を開けて見てこれを取り消した。

（笑い声」あり）

こういうふうに考えられますがこの損害賠償に対しては相手はすでにそこに資本を投資している、それに対してこの損害賠償を訴えられているということに対しては前の議会ではっきり、この各議員から質問されているのであります。もしこの建築を中止する場合に、すでに相手は損害賠償で訴えるが、訴えられたらどうするかというそれに対するわれわれの目から見た場合は、もう少し話合いによって解決付けられるべきものでありわれわれ議会臨時会を招集しても応訴とかというのに対してどうもちょっと腑に落ちないところがあります。もう少し話合いによって相手をすでに確認していたら確認ということは確かに君の建築を認めるということになっております。これを損害賠償はしないということになって要求があるようにありますが、これは損害賠償しなければ何も相手がこの裁判訴訟を提起した場合には当局は専決処分ですぐ応訴すべきものは応訴し賠償すべきものは賠償すべきもんだと思いますがそれに対して市長はどう思われますか。

○市長（兼次佐一君）

内容証明の目的は損害賠償を出してくれという内容であります。しかし損害賠償を出す必要はないと認めましたので話合い、いわゆる和解をするという考えはなかったわけであります。いわゆる内容証明による申し立ての拒否であります。理由は確認は与えたけれども確認の条項に違反する法律的に違反する部分があったので建築の中止を命じたのでありまして確認を与えた諸条件を具備しているものとに対してこれが中止を命じたものではないのであります。それで損害賠償の必要を認められないので内容証明に対して拒否せざるを得ないのであります。

○新垣松助君

市長はこれに対して損害賠償を認めないということになっておりますがこの応訴をしたら勝つようになっていますかまた勝つ意思があるやに見受けられますがこれをお伺いいたします。

○市長（兼次佐一君）

損害賠償を出す必要はないと認めておりましても相手から訴訟を提起されました場合には損害賠償をする必要はないと認めればこそ応訴しなければならないのであります。しかしこれに応訴しますためには御承知の通り議会の承認を得なければならないのであります。もちろんその暇がない場合には専決処分でもできるわけでございますがそのいとまがございましたので今回の議会を招集いたしまして承認を得ようとしているわけでございます。損害賠償を出す必要を認めないということは、あの訴訟提起に対して勝つという結論になるわけでございます。

○宮里敏慶君

本議案の訴訟状を見ますとこれは那覇治安裁判所となっております。ところが答弁書催告書を見ると中央巡回裁判所となっておりこれは多分那覇治安裁判所から中央巡回裁判所に移送されたと思いますが訴状の内容を見ますと訴訟物の価格百ドルとなっております。この治安裁判所と中央巡回裁判所の区別は訴訟取扱いの区別は訴訟価格によって違うが百ドルというとこれは治安裁判所の管轄になっております。この巡回裁判所から呼出状がきているものについて、その移送された原因理由を調査したかどうかそれから訴状の中に百ドル貼用印紙額が空白となっていますが、この貼用印紙の金額は記入されていなかったかどうかお尋ねいたしましてまた次のお尋ねをいたしたいと思います。

○建築課長（与世田兼正君）

那覇治安裁判所とありますのは、これはミスでありまして（「またミスか」と呼ぶ者あり）

これはこちらのミスではなしに向うが出すところが間違っておりましてそれが巡回裁判所に移送されまして呼出状が参っております。それから貼用印紙の空白についてでありますが巡回裁判所より廻ってきました訴状については別に何にも付いてございません。そのままの写しでございます。

○宮里敏慶君

建築確認されたものに対して後で建築基準法の八条に違反するところがあるということで建築工事停止を命じておりますが、確認する前に基準法の五十四条によって十分調査がなされたかどうか。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。確認になった建築物に対して違反建築であるということはなるほどおかしいように思いますが実はその確認の内容において前回道路が自分の所有地でない土地を自分の所有であるとして申請しておりまして現状のままですとそのまま工事が着工されて立っていた場合においては、道路がとれないということになりましていわゆる申請人の建築申請した際の図面が現場と不一致しておりまして虚偽の申請であるということになるわけであります。したがいまして八条の一項を無視した工事停止命令でありますがこの確認はしたけれどもその後工事着手後調査してみたところがただいま申し上げました通り設計と前面道路の現状が不一致ということになりまして早急に是正する必要を認めたのであります。それで八条の一項を適用して工事停止命令をしたのであります。

○宮里敏慶君

確認する前に確認申請書を十分調査なされたらどうか。

○建築課長（与世田兼正君）

お答え申し上げます。確認したときの状況を申し上げます。その前に建築確認とは、その計画が当該建築物の敷地地、構造及び建築設備に関する立法並びにこれに基く規定に適合するものであることについて審査し客観的に公式に適合せられた認定までをいうのであります。それで確認の際に現場を調査いたしまして道路幅員が規定通り最初はなかったのでありましてそれで主事は一応設計者に書類を返しましたところその後その道路にかかる部分に建築物が実際は立っておりますし、その申請された図面の、図面上から見ますと他人の土地であるとは書いてない、自分の所有であるというふうな恰好の図面でありまして前面道路が十一尺しかないのを申請には二十一尺となっており側面が十三尺しかないのを二十一尺というふうな申請でありまして主事はその後、道路にかかる建築物の撤去について和解調定書をもって参りまして図面もそういうふうに二十一尺に変更したのであります。そこでその道路の拡巾について確実性を確めたところ申請通り確かに拡巾するとの確答を得ましたのでまたその道路が建築主所有の土地であるとのことでそれを了承して関係者に廻して合議の上、建築確認をしたのであります。

○宮里敏慶君

市長にお尋ねいたします。今日まで那覇市は何回も訴訟を提起されそのほとんどが敗訴となり莫大な弁護士の報酬と訴訟費用というふうに相当むだなところに市民の税金を使っております。それで本議案については、今さきの市長の答弁では市長は必ず勝つという自信があるように私は受取っておりますが過去におきましても事件はほとんど弁護士を代理人として依頼したおります。そこでこの弁護士の報酬も何十万相当の報酬を出しておりますのでこの事件については勝つという市長の確信のもとに市長自から法廷に立って口頭弁論をなす意志があるかどうか。本員は市長が必ず勝つという自信があるならば何も多額の報酬を払ってまで依頼する必要はないと思いますのでお尋ねいたします。

○市長（兼次佐一君）

おっしゃる通り三回ほどでございますが訴訟事件に対しまして応訴しなければならないような問題が起ったのでありますが最近この訴訟というのが流行跋こしたのか訴訟としての価値があるかどうかも疑がわれるものが訴訟に廻されてくるのであります。この訴訟に廻されてきた場合はそのまま向うの申し入れを受けていい場合はいざしらずこれを受け付けることによって市民に不利益を与えるという結論に立つ場合はいやでも応でも応訴しなければならないわけでございます。そういうような意味でおきましての応訴であることはいまさら申し上げるまでもございませんがその際に弁護士に依頼することなしに市長自ら弁護士の代りに立ってやれば弁護士に払う費用は助るんじゃないかというようなことから市長が立つ自信があるかという御質問であります。しかし法廷はまた法廷の在り方としてやはり餅屋は餅屋で私のような法律に対して何ら智識を持たない者が弁護士費用を考えて私が出た場合には結果的において勝つべき裁判も負けるようなこともあり得るのでございまして応訴する場合にはどうしても専門の弁護士に依頼しなければならないというような考え方を持っておるのであります。今回の場合は勝訴するんだということを申し上げましたことは去ったこういったような訴訟に対する応訴する場合にもこの問題が起りましたが不当であるということがはっきりわかった場合は、不当な要求であるということがわかった場合は応訴して勝たなければならないというこの点からいたしまして応訴するわけでございます。今回の場合は確認を得た、確認を与えた建築主事は法律の示すところによって確認を与えなければならない事情からして確認を与えたのであるが、確認を与えたということは、その確認を与えた諸条件に一致するような建築が行われる場合に完全にこれが管理もできるのでありまして、与えた確認の条件の中に違反する場合は当然中止の命令も取消しもやらなければならないようになっております。今度の場合も確認は与えたけれどもその確認に相反する行為が行われたのでこれが中止を命じさらに主席は確認の取消しの指令を出し確認取消しを行ったのでありますこれに対して当事者はそれを不服として建築審査会に対して異議申し立てておりますが審査会においても主席の取った確認取消は妥当であるとの最終的裁定を下だされておるのでありまして法律の上から市当局、行政主席、建築審査会が一致して認めたところの不当なる相手の行為に対して取った処置が妥当であるという裁定が下されたのであります。そこに訴訟が行われてきたのでありますので当然法的に見て勝訴になるという確信が持てる次第であります。

○宮里敏慶君

私が市長は弁護士を雇わないで市長自ら法廷に立ってはどうかということに対して今の市長の答弁から考えますとどうしても建築基準法並びにその他の答弁からして弁護士以上の感がするわけであります。なおさきほどのギーリス副民政官の対談振りからしても市長は弁護士以上の才能があるというふうに私は認めたのであります。今度の事件も建築確認から発生した事件でこの建築行政については弁護士以上の建築課長や部長は弁護士以上の専門的な知識をもっておられる。関係からほかの事件は別といたしまして今度の事件だけは弁護士以上の詳しい職員もたくさんおりますから市長も部下職員と話会って良く勉強し今後もたくさん訴訟があると思いますので研究する意味におきましても勝訴するという自信たっぷりのようでございますので今度の事件だけはぜひ部下職員と良く話合って法廷に立ってもらいたい市長にもう一ペンお尋ねします。市長自ら法廷に立ってあなたのりっぱな才能振りを発揮する意思があるかどうか

○市長（兼次佐一君）

弁護人を依頼するという考えにおいては変りはございません弁護士を依頼して正式にあくまでもこれに応じていかなければならないと思っております。しかし特別弁護人と申しますかあるいは立つ必要があるような場合には、私以上に詳わしい宮里議員にもお願いして（笑声）一緒にやりたいと思っております。

○仲松庸全君

さきほどの三十九番議員（新垣松助君）の質問に関連いたしますが、私もこの行政上の問題をここで議案として出てきて、これを議会の議決にしようとする議案の出し方についてひっかかりを感じますのでお訊ねしたいと思っております。といいますのは、このような応訴の問題について振り返ってみますと市当局の行き方には一貫性がないと思います。と申しますのは、ずっと前にありましたあの火葬場の問題はやはりこのような内容で、同様の内容で起っておりますがそれについては応訴の議案が議会に出されないで市当局自ら応訴しております。さらに去る議会で埋立地の問題については技術的な点で調整して努力していけば議会に間に合った筈であります。それを専決処分によってなしその専決処分の承認を求めるというような形に現われて今回の場合は臨時議会を開いて応訴の議案が出されている。こういった三つの問題をつないで考えると一貫するものがないように考えます。これは一応市長の裁量によって処理してもよかったんじゃないかとこういったような疑問も与えますのでこの点についてお伺いしたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

過去において今指摘された火葬場の問題、埋立地の問題に対する応訴の専決処分が行われたが今回の場合はあえて臨時議会を開いた理由について理解に苦しむという意味の御質問であります。過去における専決処分については私よく記憶しておりませんので後刻助役からその経緯を説明いたさせますが、今回の場合は臨時議会を開いて御同意を受けるということが原則でございますのでその処置を取った方が最も正しい方法であるという考え方であえて臨時議会を開いたのでありまして、これをなぜ臨時議会を開かないで専決処分をやらなかったかということのお叱りを受けるとすれば心外でございます。つとめて専決処分は行わない方針でやっていきたいと思いまして今回の臨時議会をあえて開いたわけでございます。

○助役（義永栄善君）

専決処分の件と訴訟問題応訴に対する議案の出し方でございますが火葬場の件は行政府の委任事務で処置するところの処理でございましてその意味におけるところの解決的立場からこういうふうな専決処分でよろしいという格好になったわけでございます。すなわち今回の場合は訴訟に対する賠償要求というのが含まれております。いえば損害に対するところの財産的な処理を行わなければならないという観点に対して三十六条を適用して提案したわけでございます。埋立の問題に関しましては議会との問題もあり尚地主の問題で議案を作成し、資料を調整して完全に提案できなかったという実情があって専決処分をやらなければいけなかったというわけでございます。今回の問題は賠償要求というのが並行されておるがゆえに専決処分せずに議会の同意を求めてから処置したいという考え方から提案したわけでございます。

○平良真次郎君

さきのお話では四月一日に確認されましてさらに九月二十一日に中止命令が出たわけでございます。要するに建築確認をしてから地主は工事をしその間におきまして文教地区の指定あるいは教育上の問題でいろいろ陳情も出て不適当な場所というようなことで議会もそれを認めたわけでございます。しかし根本になる問題はあくまでもその建築確認にさかのぼらなければならないと思うのであります。地主も結局確認したから着工したと、それが十分その確認の過程においていろいろのミス、あるいは地主の許可の問題こういうものが起きて結局建築審査委員会更に主席の停止命令が出た訳でございます。しかしこの間の問題を良く考究した場合いわゆる真和志における射撃場の遊園地の賠償の問題、火葬場の問題並びに今回応訴になっています映画館の問題こういった問題がつぎつぎと起ってくるということは建築面において、その用途地域の指定がはっきりしていないために結局建築主事は主事なりの与えられた委任事務によってやったんだと　それが実際問題としていろんな面から支障をきたすということになってこういう問題が起っております。そうなるといろいろな事業を計画しいろいろな工場を建設する場合におきましてもこういうふうな確認の誤謬あるいはそういった問題につきましてはなはだしく市民に不利益をきたすというような問題が起るのであります。しからば那覇市は応訴して絶対払わない本人の泣き寝入りといったような　考えに立つわけでありますがしかし特定行政庁としてこの確認の認承を与うることはできないにしてもそこには市民とあるいは市当局という立場で十分その点を勘案出来たはずだと思うのであります。こういったことが二、三回にわたりまして起るということは大きなこの建築途上における失態であるといわなければいけないと思います。しからばこの賠償におきまして一体市がやるのか本人の泣き寝入りにするのか、主席にその権限があるから政府において応訴するのかこういった問題がどういうふうに日本内地で取扱われているかどうかあるいはこれに対して今後そういったものに対する対策をどう立てればいいかという、単なる訴訟を起されたので応訴するという単なる考え方ではなくてあくまでもそういったような立場において私はこの問題を処理すべきと思うのであります。というのはあらゆる面に於いて市民はそういったような意欲をまねて都市のいろいろな施設をやっていくはずであります。ここにおきまして那覇市として許可を与える場合あるいは二十日の期限はあるにしても、しかしこういった用途地域関係で検討すべきだというようなことを順々と話すとすれば業者もその点を了として話合いによってこういうような訴訟問題も起ってこなかったと思います。そういった意味からもこの問題に対する対象あるいは日本内地においてはこういったケースをどういうふうに処理したか、さらに今後こういうふうな問題に対して当局としてどういうふうな態度をとって行くかという点につきまして御答弁願います。

○建築課長（与世田兼正君）

御質問に対しお答えが前後しますが御了承願います。用途地域の指定に基くところの建築主事が確認する場合におきましては、今後の問題として十分検討を加え、ただいま指摘されました通り十分検討の上にできるだけ本人とも納得の上で確認をしたいというふうに考えております。日本内地におけるこういった問題に対する考え方はどうであるかというふうな御質問に対しましては、さきに建設省の指導課長がみえました際にいろいろ質問申し上げましたところこういう問題はどうしても相手が取り下げない場合は仕方がないがその前に十分話合いをやって納得の行くように説明してやってもらいたいというようなことであります。

○平良真次郎君

市長さんにお尋ねいたします。特定行政庁としての長が確認事務について、これの決定的な権限を付与されていない、これは建築基準法に謳われております。しかし事那覇市の市営あるいは建設の問題につきましては、そういったようなところまで十分その計画あるいはそういった内容が持たれてしかるべきと思います。しかもこの問題は今回初まったものでないそういうふうな意味からも今後これに対するこれに対して如何なる方法をもってこの確認問題を規制化して行くか今の建築課長さんからの説明によると用途地域を指定していないからあまり建築主事一本槍でもというふうな考え方も一応は成り立つのでありますがしかしこの建築主事の確認事務については、いわゆる都市計画並びにその用途一切の地域が指定されたその細部にわたる確認事務なら一応私は建築主事として与えられた法の最低の権限を付与されていますがしかしながらまだ用途地域の設定もしていないというふうな立場においては、いわゆる町造りの大きな構想のもとに私はやるべきだと、つまり細密に計画された区分のいわゆる町造りに対する、いわゆる建築確認に対する問題とは自らケースが別個でなければいけないと思います。こういうふうな意味から今後市長としてこの問題に対しましてどういうふうな方法であるいはどういうふうなお考えで対処されて行くかお尋ねいたします。

○助役（義永栄善君）

現在まで確認事務は行政主席の委任事務として特定行政庁の指定する主事をもって確認の事務はやっているわけであります。おっしゃる通り現在那覇市の町造り的な状況におきまして他面的な困難が相当伏在しておりますので相当その点は十分な配慮が必要だと思っております。しかしながら用途地域が指定されなかったからといって一概に委任されているところの主事の権限を逸脱するようなことあるいは肯定するようなことは法の制定の枠において考えます。しかしながら現在までの過程として確認事務の問題はすべて次の一方的な考え方におかれております。結局現在までの役所の事務として主事が用途地域に指定しなかった、これが権能であるかどうかいろいろな面から指示的な立場からの建築確認をとっております。しかしながら現在までの適用に対しましていささか疑問の点もあるわけであります。過去においての建築許可の場合は市長村長の許可を得てやったわけであります。権限のもたらすところ主事の権限だけによって処置されてあります。御承知の通り現在の那覇市の状況から見ましてどうしても主事の考え方あるいは見方、あるいは都市計画的な合議的な問題としまして他面的な問題に対しまして今後この事務に干渉するというよりは事務を見るあるいはあらゆる角度からこれを助言するという方向にもっていきたいと思います。

○又吉久正君

ただいまの建築課長の説明によりますと建築申請書が法第五十四条の規定によって出されたと、それによって確認はしたが、その図面と実際の幅員、道路の幅員が具備してない法第五十四条に違反しているから適当でないということで建築の中止を命じたことになっているわけであります。それともう一つは原告の請求原因から見た場合、その原因の三と四とを見た場合、請負人が九十パーセントの基礎工事をしているときに突然地元の与儀小学校ＰＴＡあるいは、新聞から相当の論議となってそれから生じて建築基準法によって停止を命じたというふうな見解に考えます。そういうふうな誤解も受けやすいのであります。そこで建築基準法の五十四条の法に違反しないようにそしてこの道路の幅員を現在具備しているならばこの騒ぎが地元のＰＴＡとかいろいろの方面からあったとしても取消さないかどうか結局建築基準法を具備していればあの建築を取消さないかどうかお尋ねします。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。確認された建築物の内容が五十四条の項で、その他映画館の客席に対する前面道路という件につきまして違反する事実がありましてそれで工事停止を命じたわけであります。その場合ただそれだけの問題なら別に開ければいいという見解に立ちますが一応その前面道路が自分の屋敷でないものを自分の屋敷であるというふうに申請されておりましてそれを尋ねにいきましたところ、そこに関係しておられる方々も全然周知しなかったという点でありまして現場と図面が不一致しているという点を指摘しましてこれを直しなさいということで建築工事の停止を命じたのであります。しかるに本人はそれに触れないで申請以外の増築の部分がありますのでその増築の部分は工事を続行しない、だから基準法の五条の一項で確認になっているから別に何ら違法ではない、よって工事停止並びに損害賠償の請求をするという告知書が参っております。その点につきましてさきほども御説明申し上げましたが工事停止命令は何ら違法でないじゃないか、八条つまり建築確認になったものに対しては違法建築ではないということは申し上げられないのであります。例え確認になってもその内容において違反であればやはり八条の違反建築として処置しなければならないという見解に立って八条の一項を適用したわけであります。

○又吉久正君

ただいまの課長の説明で大体わかりましたがその土地は自分のものでないが自分のものであるというふうにして申請は出したわけでありますね。実際調査したところそうではなくそういうことについて当局はその建築基準法のあの申請では妥当ではなかったという考え方に立っているわけでありますね。

（「そうであります」と呼ぶ者あり）

そうするとそのあとでその建築基準法五十四条に適合する具備する、つまりあの道路の幅員を開けているかどうかその点お尋ねします。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。その後工事中止以後は工事の進

行はございません。そのままの現状です。

（「道路の幅員ですヨ」と呼ぶ者あり）

現状のままであります。

○森田孟松君

重複するかも知れませんが私は道義的にみまして虚偽の建築申請を出したものに対して虚偽の確認を与えるような印象を受けるのであります。こういった論説に立つ場合に七月から九月までの間が二ヶ月もありまして、すでに基礎工事もできておると思いますが実際問題としましてその間において二、三千ドル程度の工事がなされておるものだと思っております。そうした場合に道義的に見まして実際に要した工事費につきましては多少は弁償するのが建前じゃないかといった見解をもっております。これにつきましての課長の御答弁をお願いします。

○助役（義永栄善君）

虚偽の申請にして虚偽の確認ということであります。虚偽の申請には間違いありませんが虚偽の確認ではないわけであります。確認については課長から説明されておりますが合法的に建築主事はその書類構成上において妥当であった場合は確認していいということになっております。法では財産の有無によって開けるべき道がその人の所有であるということがその文面に現れても財産に対する調査権は主事にはないと思います。あとにおいて建築そのものが法的建築法的な処置をとっているという問題から細部調査に移っていく場合においては立法化しなければならないと思います。そういう意味において虚偽の申告をされたものに対しては賠償というものはきりがないということであります。

○黒潮隆君

那覇市当局が建築確認取消を九月二十一日に通告しておりますがその九月二十一日まで映画館の建築は続けられていたかどうかそれから損害請求でありますがこれは九月二十一日以降の算定でされているのか。それともそれ以前から計算されて請求されているのか。この二点について御答弁願います。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。工事停止を命じた日が九月二十一日でありまして、それ以前に建築の工事を着工した場合に工事着工届を出しまして、そのあと、着工する事になっていますが八月二十六日に届が出まして、八月二十七日予定ということになっています。そのときは基礎抗打ちは全部終っておりまして、コンクリートも基礎だけは全部打っております。その後はやっておりません。取消の日から公判の判決の日までであります。

○黒潮隆

那覇市から確認取消の通知をする前に与儀小学校のＰＴＡと市の委員会と学校当局が下田享徳さんの家に、この工事を中止してもらえないかという話をした結果、この要求を入れ、一週間だけ工事を中止するということになって業者は実質的に工事を中止したわけであります。だから業者自ら工事を中止した損害は例え市が勝にしても支払うべきではないかと思います。なぜ業者がＰＴＡの申し入れを受入れて工事を中止したか、ということについてＰＴＡの会長あるいは与儀小学校の校長に会って調査したかどうか。というのは裁判の勝敗における重要な事柄が得られるのではないかと思いますので、その点について御答弁願います。

○助役（義永栄善君）

ＰＴＡと業者との間に一週間の工事延期のことは聞いておりますが、調査したことはございません。しかしながらＰＴＡの方々がレッキとした証人でありますのでそれだけ大きな力となると思います。

○真栄田義晃君

一点だけお尋ね申し上げます。というのは建築確認の事務は政府よりの委任事務でありまして、確認の場合にもそれを取消するにも最終的には行政主席の命令によってなされるものと思っております。それで取消の通知も主席の命令によってそれに基いて市長はやるわけであります。そうなりますと確認してそれを取消をやったと、それによって特定の人が市民が損害を受けたという場合その損害賠償の請求をなすべきものは主席に対してであるのか、建築主事を置かれている特定行政庁たる那覇市に対してであるのか。すなわち訴訟の相手は法的に主席にすべきものか、市にすべきものか、こういったところについての見解をお伺いしたいのであります。

○建築課長（与世田兼正君）

お答えいたします。行政訴訟法の訴訟特例法によりますと第二条は「訴願前置主義」となっており第三条には「前条の訴は他の法律に特別の定のある場合を除いて処分をした行政庁を被告としてこれを提起しなければならない」となっております。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

では質疑を打切り討論にはいります。

（「討論なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

討論なければ討論を省略して採決にはいります。日程第六、建築工事施行停止命令の取消並びに損害金請求事件に対する応訴について市長提出議案第八号について原案に御賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶものあり）（挙手多数）

○議長（高良一君）

挙手多数であります。よって日程第六、建築工事施行停止命令の取消並びに損害金請求事件に対する応訴について市長提出議案第八号につきましてはこれを原案通り承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次はさきほど日程第五のはし子消防車購入についての契約書の中の条文訂正について保留となっておりましたがその件について当局から答弁があります。

○消防隊長（松本吉英君）

さきほどの瀬名波議員の御質問に対してお答えいたします。内訳書の第三御要望によりスピードリヤーアクセルお取付けいたします。とありその下の但し価格三百ドルアップとあるのをこれは削除するよう御訂正をお願いします。これは社長を呼んで原文を訂正してもらいましたので御了承願います。

（「ここで証言せよということですよ」と呼ぶものあり）

○久場景善君

さきほど瀬名波議員が指摘しました個所でございますが、これは委員会におきましても張く訴えているのであります。それをなぜ誓約書に入れてないのかも、私不信に思いますがこれに対して仮契約書に入れる意思があるかどうかお伺いします。

○議長（高良一君）

ただいまの当局からの契約書の内容の訂正について購入先のトヨダ自動車販売株式会社の社長の野原さんから証言をいたさせます。

○沖縄トヨダ社長（野原朝康君）

沖縄トヨダの野原朝康でございます。お手許に差上げました内訳書の中の備考欄のところの第三番目「御要望により２スピードリヤーアクセルをお取付けいたします。但し二百ドルアップ」は訂正いたしまして、「２スピードリヤーアクセルを取付けることにいたします。」と訂正いたしますからよろしくお願いいたします。確認いたします。

○瀬名波栄君

ただいまの社長さんの証言で疑問は一応解消したわけです。しかし契約書にはですね。２スピードリヤーアクセルを付けるということは明記されてないわけなんです。それでこの契約は仮契約でありますが、この契約の四番目の契約金二万九十六ドルとありますが、この下にですね括弧して２スピードリヤーアクセルを含むというふうに訂正していただいたらどうかと思います。

○沖縄トヨダ社長（野原朝康君）

それは訂正いたします。隊長さんに上げてありますのは二万九十六ドルと訂正しております。

（「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

それでは本契約の重要なところもただいまの証言によりまして、解決いたしましたので採決に入ります。なお、本議案の議決につきましては議会の議決又は住民の投要に付すべき財産、営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例第六条第二項によって特別議決となっておりますので、その点念のため申し上げておきます。日程第五、はしご消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて、市長提出議案第二号につきまして原案どおり承認することに賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶものあり）（挙手全員）

○議長（高良一君）

万場一致御賛成であります。よって日程第五、はしご消防自動車購入契約締結の同意を求めることについて市長提出議案第二号につきましては、これを原案どおり承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

以上をもちまして、今期議会に付議せられました議案は全部終了いたしました。なお閉会に当り市長からのごあいさいがございますので御静聴願います。

○市長（兼次佐一君）

大変ご苦労さんでございました。ただいま議決になりました二つの案件につきましては早速執行に移しまして御期待に副いたいと思っております。ありがとうございました。

○議長（高良一君）

以上をもちまして、第三十五回那覇市臨時議会を閉会いたします。どうもありがとうございました。

（午後三時三十三分閉会）
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